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震災に関する研究活動

震災をきっかけとした取り組み

　震災後、電気や電話がつながるようになって、まず考

えたことはゼミの学生の安否確認をすることであった。

１６日から安否確認を始めると同時に、仙台にいる先生

方と協力して安否確認の作業を分担して行おうという

呼びかけがあった。仙台駅裏の事務所に集まり、石巻

専修大学で、すでに印刷されてあった学籍原簿をもとに

作業を分担して安否確認が進められた。ゼミの学生の

多くは実家に帰っているものも多かった。中には三陸の

実家に帰っているものもいて岩手県の避難所名簿に名

前が記載されていることで安否を確認した学生もいた。

その後、１年ほど経ってからその学生からメールで相談

があり、お互い元気にやっていることを確認できてうれ

しかった。

　安否確認が終わってからは今度は大学の現状を正し

く学生や保護者に知ってもらいたかった。大学が開催し

た育友会や経営学部のゼミを通して大学の現状や授

業の再開について報告できたことはよかったと思う。こ

の機会を通して学生とも接することができ、学生の元気

な様子を確認でき安心した。

　大学が５月末から始まることがわかったので、学生た

ちにいつも通りの授業を行いたかった。そして震災後の

何ともいえない鬱屈した気分を吹き飛ばすためにも、学

生に興味をもってもらえるような授業をしたかった。そこ

で学生から希望の多かったゲームプログラミングをゼミ

の教材として取り入れることとして、ゲームをプレイした

り、プログラムを改造することによって、ゲーム作成に関

わる複雑なプロセスを体験してもらった。また、３Ｄゲー

ムで使われる３Ｄモデリングについても体験してもらい

たいと考え、テキスト通りにやれば必ずモデルを作れる

ように授業の準備を進めた。３ＤモデリングはBlender

というソフトウェアを使って行ったが、かなり操作が複雑

なためテキストを作成しつつ自分で試しながらテキスト

を完成させた。実際、Blenderの授業では学生が集中

して授業に取り組んでいる様子がよくわかった。

　ところで平成23年度から情報教育研究センター長を

務めることになり、震災後各団体から被災地の大学の

コンピューターシステムの状況について講演して欲しい

という依頼があった。

　まず６月２３日に東京でのNUA学術情報システム研

究会（NECユーザー会）で「東日本大震災による影響

と課題」と題して発表を行った。６月２９日の仙台での

TOPIC総会では東北の各大学における被災時のコン

ピュータネットワークの状況について発表が行われたが

会場にて石巻専修大学の状況についても発表を求め

られた。専修大学のネットワーク情報学部の福冨教授

からの依頼により７月２日には生田の情報通信学会にお

いて第28回情報通信学会大会での基調シンポジウム

「震災と情報通信」のパネリストとして参加した。NUA

での発表を聞いていた国立情報学研究所（NII）の曽

根原教授より講演を依頼され、７月２２日に東京NIIで

開催されたICTSFC 学術情報サービス連携コンソー

シアム講演会において「東日本大震災による情報シス

テムの影響と課題と安否確認クラウドの提案」と題す

る発表を行った。以上の発表により地震および津波に

おける被災地の大学のコンピュータシステムの状況に

ついて広く伝えることができたと思う。

経営学部教授　湊　信吾
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　この発表がもとで平成24年２月にNIIの曽根原教授

が大学を訪れた。同行した株式会社エリアポータルか

ら女川市の体育館におけるエリアワンセグ放送の活用

例が示された。また平成24年３月には専修大学のネット

ワーク情報学部の福冨教授と富士通のスタッフの方に

より専修大学におけるエリアワンセグ放送の取り組み

について紹介があった。これを機会に石巻専修大学で

東北初のエリアワンセグ放送の申請の作業が始まるこ

ととなった。現在「いしのまきワンセグ」（図1）は学生が

中心となって番組を制作している。また、ラジオ石巻の

協力により番組の制作を支援してもらっている。「いしの

まきワンセグ」での活動を通して様々な人々とのつなが

りを育てていってもらいたいと思う。

　震災後の取り組みを通じて印象に残ったことが一つ

ある。それは平成23年の５月末にキャンパスに学生がも

どってきてくれたことである。この時はうれしくなって気

持ちが晴れ晴れとしたことを覚えている。当たり前のこ

とのように思えるが、それが途絶えていた時期があった

ということを忘れてはならないように思う。

図1　いしのまきワンセグ開局のお知らせ
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